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謡
曲
の
歴
史
は
随
分
古
く
、
或
人
は
神
代
の
神
楽
に
そ
の
源
を
発
し
て
い
る
と
い
う
人
も
あ
る
し
、
ま
た
奈
良
時
代
に
輸
入
さ
れ
た

唐

の
散
楽
に
、
古
来
の
滑
稽
な
戯
技
が
加
わ
っ
て
総
合
さ
れ
た
も
の
が
そ
の
起
源
だ
と
い
う
人
も
あ
る
。
古
く
は
猿
楽
と
称
せ
ら
れ
て

い
た
。
そ
れ
が
、
平
安
、
鎌
倉
を
経
て
、
足
利
時
代
に
入
り
、
足
利
義
満
が
こ
の
猿
楽
を
非
常
に
愛
好
し
た
こ
と
と
、
ま
た
ち
ょ
う
ど

こ
の
時
代
に
、
観
阿
弥

・
世
阿
弥
と
い
う
父
子
の
二
大
天
才
が
出
て
、
こ
の
芸
能
を
大
成
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

謡
曲
の
内
容
は
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
そ
の
内
容
か
ら
神
事
物
、
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
神
社
の
縁
起
等
を
主
と
し
て
、

祝
言
の
意
を
表
わ
し
た
も
の
、
次
が
修
羅
物
で
、
戦
争
で
亡
く
な

っ
た
亡
霊
が
旅
僧
の
回
向
の
受
け
て
成
仏
す
る
と

い
う
の
で
あ
る
。

田
村
、
敦
盛
、
忠
度
等
が
あ
る
。
次
が
童
物
で
、
こ
れ
は
女
性
が
主
人
公
で
、
伊
勢
物
語
、
源
氏
物
語
等
に
出
て
女
性

の
恋
の
妄
執

が
取
り
あ

つ
か
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
現
在
物
、
尾
能
等
が
あ
る
。

謡
曲
と
仏
教
思
想
と
は
随
分
関
係
が
深
い
。
大
体
の
筋
書
は
、
諸
国

一
見
の
僧
が
出
て
来
る
。
そ
し
て
、
戦
場

か
、
何
か
有
名
な
土

地

へ
行
く
、
そ
こ
に
必
ら
ず
亡
霊
が
出
て
物
語
り
を
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
僧

の
法
話
か
読
経
に
よ
っ
て
、
成
仏
す

る
と
い
う
の
が
そ

の

一
般
の
筋
書
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
僧
の
法
話
、
続
経
は
大
体
浄
土
思
想
の
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
簡
単
に
そ
う
ぼ
か
り
と
も
言
え
な
い
。
仏
教

々
理
を
表
現
し
た
言
葉
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

一
二
の
例
を
挙
げ
て
み
る
と

「悪
と
い
ふ
も
善
な
り
煩
悩
と
い
ふ
も
菩
提
な
り
」

卒

都
婆
小
町

「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
如
来
」
白
髭

「有
情
非
情
皆
具
成
仏
道
」
鵜

「草
木
国
土
悉
皆
仏
心
」
朝
顔

「
自
性
真
如
」
御
裳
濯

「色
却
是
空
」
朝
顔
、
山
姥

「南
無
三
宝
」
郁
郷

「南
無
帰
依
仏
」
龍
田

「万
法

一
如
」
東
岸
居
士

「法
身
説
法
の
妙
文
」
杜
若

等
挙
げ

れ
ば
い
と
ま
が
な
い
程
で
あ
る
。

謡
曲
に
お
け
る
禅
語
の
二
三
に
つ
い
て
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四

し
か
し
、
私
が
言
お
う
と
す
る
の
は
、
特
に
禅
的
な
も
の
と
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

禅
的
な
も
の
は
、
そ
の
何
れ
に
亘

っ
て
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
始
め
に
先
づ
部
分
的
に
禅
的
な
も
の
の
あ

る
も
の
を
取
り
挙
げ
、

終
り
に
、
全
体
が
禅
的
な
も
の
を
取
扱

っ
て
い
る
も
の
に
論
及
し
た
い
と
思
う
。
順
序
は
勿
論
不
同
で
あ
る
。

謡

曲

中

に
、

小

町

を

取

扱

っ
た

も

の
が

、

通

小

町

、

草

子

洗

小

町

、

関

寺

小

町

、

鵬

鵡

小

町

と

、

こ
れ

か

ら

取

り

挙

げ

よ

う

と

す

る

卒

都

婆

小

町

と
が

あ

る
。

天

下

の
美

人

で
あ

り

、

六

歌

仙

の

一
人

で

あ

っ
た

小

野

の
小

町

も

、

年

老

い
て

世

人

か

ら

見

捨

て
ら

れ

、

乞

食

の
身

と

な

っ
て

世

に

物

乞

い
を

し

て
歩

い
て

い
る

。

「
あ

ま

り

に

苦

し

う

候

ふ

ほ

ど

に

、

こ

れ

は

朽
木

に

腰

を

か

け

て

休

ま

ぱ

や

と

思

ひ
候

」

と

小

町

が

道

端

の
朽

木

に

腰

を

か

け

る

。

と

こ

ろ

が

そ

れ

が
、

古

く

な

っ
た

卒
都

婆

な

の
で

、

ワ
キ

で

あ

る

高

野

の
僧

と

問

答

が

始

ま

る

。

こ

こ

で

は

、

シ

テ
が

小

町

、

ワ

キ
が

高

野

の
僧

、

ワ
キ

ッ

レ
が

高

野

の
伴

僧

で

あ

る

。

ツ
レ

「
悪

と

い
う

も

。

シ
テ

「善

な

り
。

ワ
キ

「
煩

悩

と

い
ふ

も
、

シ
テ

「
菩

提

な

り
。

ツ
レ

「
菩

提

も

と
、

シ
テ

「植

木

に
あ

ら

ず

。

ワ
キ

「
明

鏡

ま

た

、

シ
テ

「
台

に

な

し

。

地

「
げ

に

本

来

一
物

な

き

時

は

、

仏

も

衆

生

も

隔

な

し

。

こ

こ

で
ま

ず

禅

家

と

し

て

問

題

に

し

な

く

て

は

な

ら

な

い

の
は

、

「
煩

悩

即

菩

提

」

と

い
う

思

想

と
、

菩
提

も

と
植

木

に

あ

ら

ず

、

明

鏡

ま

た

台

に

な

し

。
L

と

い
う

語

と

で
あ

る
。

「
煩

悩

即

菩

提

」

と

い
う

語

は

、

も

と

も

と

仏

教

の
根

本

思
想

で

あ

っ
て

、
禅

家

の
専

門

語

で

は

な

い
け

れ

ど

も
、

今

日

で

は
恰

も

禅

家

特

有

の
語

の

よ
う

に
解

せ

ら

れ
禅

家

に
於

い

て
専

門

語

の
よ

う

に
使

用

し

て

い

る
。

煩

悩

と
菩

提

と

は
、

凡

夫

は

恰

も

正

反

対

の



も

の
の
、
よ
う
に
思

っ
て
い
る
が
、
仏
教
の
奥
地
に
入
れ
ば
、
煩
悩
も
菩
提
も
差
別
相
違
は
な
く
、
す
べ
て
同
体
不

二
で
あ
り
、

一
如

平
等
、
不
一
二

体
で
あ
る
。
と
い
う
の
で
あ
る
。
有
無
を
絶
し
、
宇
宙
す
べ
て
は
平
等

一
体
無
差
別
と
い
う
禅
の
教
理
と
、
合
致
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
煩
悩
即
菩
提
が
、
恰
も
禅
の
専
売
特
許
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

大
乗
荘
厳
経
論
第
六
随
修
品
に
、

「法
性
を
離
れ
て
外
に
別
に
諸
法
あ
る
こ
と
な
き
に
由
り
、
是
の
故
に
是
の
如
く
説
く
、
煩
悩
即

菩
提
な
り
と
、」
又
智
頻
の
四
教
義
第
六
に
、

「若
し
煩
悩
即
菩
提
な
る
を
知
ら
ば
是
れ
を
無
作
の
道
諦
と
な
す
。」

と
あ
り
、
ま
た
、

六
祖
壇
経
に
、

「善
知
識
、
凡
夫
即
仏
、
煩
悩
即
菩
提
、
前
念
迷

へ
ば
凡
夫
、
後
念
悟
れ
ぱ
仏
、
前
念
境
に
著
す
れ
ば
即
ち
煩
悩
、
後

念
境
を
離
れ
ば
即
ち
菩
提
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
考
え
る
と
、
放
下
著
を
称
す
る
禅
家
の
境
地
と
相
似
て
い
る
の
で
前
述
の
よ
う
に
禅
家

の
特
有
語
の
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
同
内
容
の
語
に

「生
死
即
浬
桑
」
の
語
が
あ
る
が
、
繁
雑
な
の
で
省
略
し
て
お
く
。

次
の

「菩
提
も
と
植
木
に
あ
ず
、

明
鏡
ま
た
台
に
な
し
。」

の
語
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
少
く
と
も
禅
を
口
に
す
る
程
の
者
は
誰
し
も

よ
く
知

っ
て
い
る
六
祖
壇
経
中
の
、
恵
能
禅
師
の
語
で
あ
る
。
菩
提
も
と
植
物
に
あ
ら
ず
、
な
ど
と
読
む
。
そ
の
読

み
方
が
い
か
に
も

素
人
く
さ
く
て
気
に
な
る
が
、
六
祖
壇
経
を
見
て
、
本
当
の
意
味
を
知
ら
ず
読
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

六
祖
壇
経
に
よ
る
と
、
黄
梅
山
の
五
祖
大
満
弘
忍
禅
師
が
、
自
分
の
法
を
継
承
す
る
も
の
を
定
め
ん
と
し
て
、
我
と
思
わ
ん
者
は
見

所

を
歩
廊
の
壁
に
張
り
出
せ
と
命
じ
た
。
自
他
共
に
許
し
て
い
た
神
秀
が
、

身
是
菩
提
樹

心
如
明
鏡
台
。

時
時
勤
払
拭

勿
使

レ惹
=塵
埃
鱒

他
の
雲
納
共
は
、
こ
の
偶
を
見
て
そ
の
立
派
な
の
に
び

っ
く
り
し
て
、
こ
れ
は
神
秀
に
相
違
な
い
と
思
い
、
神
秀
も
弘
忍
が
、
こ
の

謡
曲
に
お
け
る
禅
語
の
二
三
に
つ
い
て

(佐
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偶
を
見
て
自
分
に
法
を
伝
え
る
こ
と
を
許
し
で
呉
れ
る
と
思

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
夜
弘
忍
は
神
秀
を
自
分
の
部
屋
に
呼
ん
で
、

汝
作
一一此
偶
幅未
レ見
昌本
性
噸
只
到
昌門
外
一未
レ入
=門
内
一

と
云

っ
た
。

時
に
恵
能
は
黄
梅
山
に
来
て
か
ら
八
ヵ
月
、
碓
房
で
臼
踏
み
ば
か
り
し
て
い
た
。
ま
た
恵
能
は
無
学
で

一
字

の
文
字
も
知
ら
ぬ
、
そ

こ
で
江
州
の
別
駕
と
い
う
も
の
に
、
自
分

の
見
所
の
偶
を
書
い
て
貰

っ
た
。
そ
れ
が

菩
提
本
無
レ樹

明
鏡
亦
非
レ台

本
来
無

一
物

何
処
蒼
塵
塗

で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
法
は
恵
能
に
継
が
れ
恵
能
が
六
祖
と
な

っ
た
こ
と
は
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
さ

て
、
謡
曲

の
語
は
こ

の
恵
能
の
偶
の
初
め
十
文
字
を
書
き
下
し
文
式
に
読
ん
だ
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
鎌
倉
時
代
に
は
す
で
に
こ
の
話
が
日
本
に
伝

っ
て
、
謡
曲
等
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
偶
に
用
い
ら
れ
て
い
る

「本
来
無

一
物
」

の
語
は
禅
家

の
語
と
し
て
常
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
謡
曲
中

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
、
卒
塔
婆
小
町
の
中
に
、
前
述
の
語
に
つ
づ
い
て
、

「げ
に
本
来

一
物
な
き
時
は
、
仏
も
衆
生
も
隔
な
し
。」
と
あ
る
。

万
法
真
如
の
実
相
は
、
吾
人
の
思
慮
分
別
、
是
非
善
悪
、
差
別
観
を
以

っ
て
見
る
べ
き
も
の
で
な
く
、
執
著
す

べ
き
何
物
も
な
い
と

い
う
意
味
で
あ
る
、
こ
れ
こ
そ
禅
家
の
本
領
で
、
こ
の
宇
宙
に
立
脚
し
て
諸
法
を
観
じ
て
こ
そ
禅
宗
の
真
面
目
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「本
来
無

一
物
」
の
語
は
禅
家
で
は
よ
く
言
う
が
、
色

々
と
参
考
書
を
繕
い
て
み
て
も
、
六
祖
壇
経
の
恵
禅
師
の
こ
の
偶
が
引
用
し
あ

る
の
で
、
或
は
恵
能
禅
師
の
こ
の
偶
が
最
初
か
も
し
れ
ぬ
。



「寒
山
詩
」
を
繕
い
て
見
る
と
、

本
来
無

一
物
。
亦
無
昌塵
可
サ払
。
若
能
了
昌達
此
一不
レ用
出坐
兀
兀
幅

全
く
寒
山
の
境
地
は
、
恵
能
禅
師
の
境
地
と
同
様
で
、
ま
た
払
う
可
き
塵
も
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
真
底
に
達
す
る
と
い
う
と
、
何
も
兀
兀
と
坐
禅
を
す
る
必
要
も
、
平
常
心
是
道
で
あ
る
。
日
々
是
好
日
で
あ
る
。
こ
の
境
地
こ

そ
禅
家
の
平
常
底
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

碧
巌
録
の
、
紫
陽
山
方
回
万
里
の
序
文
に
は
、

四
十
二
章
経
入
昌中
国
一始
知
有
レ仏
。
自
達
磨
一至
エ
ハ
祖
伝
衣
噸
始
有
昌言
句
一日
呂本
来
無

一
物
蝸為
昌南
宗
噸
日
=時
々
勤
払
拭
為
北
宗
輔

と
あ
る
。
本
来
無

一
物
の
語
は
、
前
述
の
よ
う
に
六
祖
に
至

っ
て
始
め
て
作
り
出
さ
れ
た
と
い
っ
て
い
る
。

本
来
無

一
物
の
意
義
は
、
宇
宙
の
森
羅
万
象
の
現
象
は
、
こ
れ
皆
因
縁
生
の
も
の
に
て
物
そ
れ
自
体
と
い
う
自
性
は
本
来
存
在
し
な

い
も
の
で
あ
る
。
諸
法
の
実
相
は
皆
空
で
あ

っ
て
、
有
無
得
失
を
離
れ
て
、
執
す
べ
き
何
物
も
な
い
。
有
る
と
見
る
は
妄
想
で
あ

っ
て

本
来
空
で
あ
る
と
い
う
の
で
る
。

,

「谷
行
」
と
い
う
謡
曲
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
師
の
阿
閣
梨
と
い
う
も
の
の
弟
子
に
、
松
若
と
い
う
少
年
が
い
る
。
師
匠
の
阿
閣
梨
の

大
峰
入
に
無
理
に
随
行
を
願
い
、
慈
母
に
別
れ
て
峯
入
を
強
行
し
た
が
山
中
で
少
年
は
病
気
に
な
る
。
峯
入
の
山
中
で
病
気
に
な
る
と
、

谷
行
(
た
に
こ
う
)と
い
っ
て
谷
の
中
に
そ
の
病
人
を
投
げ
入
れ
て
殺
す
と
い
う
大
法
が
あ
る
。
そ
こ
で
可
哀
相
だ
が
少
年
を
谷
行
に
処

す
る
。
し
か
し
先
達
、
随
行
、
山
伏
が
開
山
役
の
優
婆
塞
、
不
動
明
王
、
山
神
護
法
神
に
お
祈
り
を
し
て
、
再
び
少
年
を
蘇
生
さ
す
と

い
う
筋
書
で
あ
る
。
少
年
を
谷
行
に
し
よ
う
と
す
る
際
、

一
同
が
非
常
に
か
な
し
む
と
こ
ろ
に
あ
る
言
葉
に

謡
曲
に
お
け
る
禅
語
の
二
三
に
つ
い
て

(佐
竹
)

二
九
七



二
九
八

一
切
の
有
為
の
世
の
習
ひ
、
如
夢
幻
泡
影
如
露
亦
如
電

、応
作
如
是
観
の
心
を
も
、
思
ひ
知
ら
ず
や
さ
し
も
此
、
行
者
の
道
に
出

で
な
が
ら
、
火
宅
の
門
を
去
り
や
ら
で
、
猶
安
か
ら
ぬ
三
界
の
、
親
子
恩
愛
の
、
歎
き
に
ひ
と
し
か
り
け
り
。

と
あ
る
。

こ
れ
は
、
禅
家
で
は
大
切
な
経
文
で
あ
る
金
剛
経

の

「応
化
非
真
分
」
第
三
十
二
あ
る
偏
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

一
切
有
為
法
、

如
夢
幻
泡
影
一

如
露

亦
如
電

、

応
レ作
如
是
蟹

金
剛
経
は
、
我
等
が
読
調
す
る
の
は
鳩
摩
羅
什
の
訳
で
、
三
十
二
品
に
分
れ
、

一
切
諸
法
皆
空
の
理
を
根
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

「若
以
色

見
レ我

以
一一音
声
軸求
レ我
、
是
人
行
鵠邪
道
一

不
レ能
レ見
昌如
来
こ

の
偶
と
共
に
禅
宗
の
真
髄
を
表
わ
し
て
い
る
偶
で
あ
る
が
、

前
述

の

「
一
切
有
為
法

」
の
偏
は
謡
曲
中
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
の

「若
以
色
見
我
:
日…
」
の
偶
は
謡
曲
中
に
見
当
ら
な
い
。

因
に
、
な
ぜ
こ
の
金
剛
経
を
禅
家
で
大
切
に
す
る
か
は
、
六
祖
壇
経
中
に
、

「恵
能
却
出
昌門
外
一見
二

客
調
7経
一
(側
注
、
金
剛
経
)
恵

能

一
聞
一経

語
ス
側
註
、
応
無
所
住
而
生
其
心
)心
即
開
悟
、
遂
問
昌客
調
昌何
経
一客
日
、
金
剛
経
」
と
あ
る
。
こ
の
金
剛
経
は
、
黄
梅
山
の
弘

忍
大
師
が
門
人

一
千
有
余
人
に
常
に
勧
持
せ
し
め
て
常
に
大
切
に
し
て
お
ら
れ
る
、
と
説
明
し
た
の
で
六
祖
は
黄
梅
山
に
赴
い
て
五
祖

に
法
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
所
か
ら
こ
の
金
剛
経
は
禅
家
の
最
も
大
司
に
す
る
経
文
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

即
身
成
仏
、
即
心
即
仏

.

即
身
成
仏
は
、
謡
曲

「身
延
」
の
中
に
あ
る
語
で
、
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
日
蓮
上
人
が
開
い
た
身
延
山
の
こ
と
を
取
扱

っ
た
も



の
で
、
上
人
は
亀
山
天
皇
文
永
十

一
年
に
甲
斐
の
西
谷
の
田
代
と
い
う
所
に
草
庵
を
結
ん
で
住
ん
で
い
た
が
、
弘
安
四
年
、
別
に

一
堂

を
建
立
し
て
此
山
を
身
延
山
久
遠
寺
と
号
し
た
。
上
人
が
法
華
経
を
読
請
す
る
と
、
山
の
草
木
の
精
が
表
わ
れ
て
、
そ
の
御
法
を
き
き

感
謝
す
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、

実
に
や
恩
愛

々
執
の
涙
は
、
四
大
海
よ
り
深
し
、
聞
法
随
喜
の
其
の
為
に
は
、

一
滴
も
落
す
こ
と
な
し
、
有
難

や
衆
罪
如
霜
露
恵

日
の
光
り
に
、
消
え
て
即
身
成
仏
た
り
。

と
あ
る
。
ま
た
、

「安
宅
」
に

さ
て
又
八
目
の
草
鮭
は
.
八
葉
の
蓮
華
を
踏

へ
た
り
、
出
で
入
る
息
に
あ
う
ん
の
二
字
を
称

へ
、
即
心
即
仏
の
山
伏
を
、
こ
瓦
に

て
討
ち
と
め
給
は
ん
こ
と
、
明
王
の
照
覧
は
か
り
か
た
う

と
あ
る
。
安
宅
の
筋
書
は
余
り
に
有
名
な
の
で
省
略
す
る
が
、
即
身
成
仏
、
も
即
心
即
仏
と
い
う
も
、
同
様
に
、
心
仏

一
体
で
差
別
の

な

い
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は

一
緒
に
出
し
た
。
こ
の
即
心
即
仏
の
語
が
、
何
時
の
時
代
、
誰
に
よ

っ
て
首
唱
さ
れ
た
か

と
い
う
事
は
明
白
で
は
な
い
か
、
華
厳
経
の
中
に
、

「心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別
」
の
語
か
ら
出
た
も
の
ら
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
、

梁
時
代
の
宝
誌
公
の

「大
乗
讃
」
に
は
、

不
レ解
即

心
即
仏
一

真
似
騎
レ騨
覚
7騙

と
あ
り
、
又
傅
大
士
の

「
心
王
銘
」
に
は
、

了
ソ本
識
レ心
、
識
レ心
見
レ仏
、
是
心
是
仏
、
是
仏
是
心
、
念

々
仏
心
、

仏
心
念
仏
、

乃
至
、
自
観
昌自
心
一

知
=仏
在
"内

不
=向
レ外

尋
一

即
心
即
仏
、
即
仏
即
心

謡
曲
に
お
け
る
禅
語
の
二
三
に
つ
い
て
(佐
竹
)

二
九
九



三
〇
〇

等
が
あ
る
。

ま
た
景
徳
伝
灯
録
、
並
び
に
無
門
関
に
は
、

馬
祖
因
大
梅
問
、
如
何
是
仏
、
祖
云
即
心
是
仏
、
馬
祖
因
僧
問
、
如
何
是
仏
、
非
心
非
仏
。

と
あ
る
。
即
心
即
仏
と
い
う
も
、
非
心
非
仏
と
い
う
も
、
別
理
で
も
な
く
肯
定
で
も
否
定
で
も
な
い
。
同

一
の
境

涯
で
あ

っ
て
、
真
心

の
表
現
な
の
で
あ
る
。
心
外
無
別
法
な
の
で
あ
る
。

一
切
の
諸
仏
、

一
切
の
菩
薩
は
皆
是

の
心
中
に
あ
る
の
で
あ

る
。
諸
仏
を
心
外
に

求

め
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
直
指
人
心
見
性
成
仏
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
禅
家
の
本
領
で
あ
る
。
こ
の
語
を
馬
祖
禅
師
が
唱
え
ら

れ
て
よ
り
、
此

一
句
は
禅
家
の
真
骨
髄
と
し
て
、
大
い
に
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
断
際
禅
師
の

「伝
心
法
要
」
に
は
、

即
心
是
仏
、
無
心
是
道
、

但
心
を
生
じ
念
を
動
ず
る
有
無
長
短
、
彼
我
能
所
等
の
心
な
け
れ
ば
、

心
本
是
れ
仏
、

本
是
れ
心
な

り
。

と
あ
る
。
そ
の
他

「正
法
眼
蔵
」
と
か
多
く
の
禅
語
録
中
に
は
こ
の
旬
が
多
く
見
ら
れ
る
。
二
三
を
例
示
し
て
み
る
。
読
み
易
く
す
る

た
め
書
き
下
し
文
と
す
る
、

「六
祖
壇
経
」
坤
の
巻
に
、

僧
法
海
は
紹
州
曲
江
の
人
な
り
、
初
め
祖
師
に
参
じ
て
問
ふ
て
曰
く
、
即
心
即
仏
、
願
く
ぼ
指
諭
を
垂
れ
玉

へ
、
師
曰
く
、
前
念

不
生
な
れ
ば
即
ち
心
。
後
念
不
滅
な
れ
ば
即
ち
仏
、

一
切
の
相
を
成
す
。
即
心

一
切
の
相
を
離
る
。
即
仏
吾
若
し
具
に
説
け
ぼ
窮

劫
に
も
尽
き
ず
、
吾
が
偶
を
聴
け

即
心
名
恵

即
仏
乃
定

定
恵
等

々

意
中
清
浄

悟
一一此
法
門
一

由
=汝
習
生
唱

用
本
無
生

墜
修
是
正



法
海
言
下
に
大
悟
す
、
偶
を
以
っ
て
讃
し
て
曰
く

即
心
元
是
仏

不
悟
而
自
屈

我
知
定
恵
因

隻
修
離
諸
物

ま
た
道
樹
緑
に

南
泉
願
禅
師
、
衆
に
示
し
て
曰
く
、
江
西
の
馬
祖
即
心
即
仏
と
説
く
、
又
日
く
非
心
非
仏
と
、
王
老
師
は
不
急
慶
不
是
心
不
是
仏

不
是
物
急
腰
に
道
ふ
。
還

っ
て
過
あ
り
や
、
時
に
趙
州
出
で
て
礼
拝
し
了
っ
て
去
る
。
続

い
て
僧
あ
り
、
州
に
問
ふ
て
曰
く
、
上

座
礼
拝
し
了

っ
て
去
る
。
意
作
慶
生
。
師
曰
く
、
他
却

っ
て
老
僧
が
意
旨
を
領
し
得
た
り
。

旦

過

こ
れ
は
諸
国
歴
遊

の
雲
水
が
、
寺
院
に
来

っ
て

一
夜
の
宿
を
乞
う
時
、
こ
れ
を
宿
泊
さ
せ
る
こ
と
を
旦
過
と
い
う
、
即
ち
、
夕
べ
に

来
り
、
旦
に
過
ぎ
去
る
と
い
う
言
葉
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
。
旦
過
寮
と
は
そ
の
寮
舎
の
こ
と
で
あ
る
。

謡
曲
の
木
賊
に
は
そ
の
語
が
あ
る
。

謡
曲
の

「木
賊
」
は
、
信
濃
の
山
奥
に
木
賊
を
刈
っ
て
世
を
渡
る
老
翁
が
、
か
ね
て
愛
子
が
行
方
も
知
ら
ぬ
人
に
さ
そ
わ
れ
て
行
方

不
明
で
、
時
々
心
が
狂
い
気
が
乱
れ
つ
つ
愛
子
を
尋
ね
て
い
た
が
、
年
を
経
て
う
れ
し
く
巡
り
逢
う
た
こ
と
と
、
園
原
や
伏
屋
に
生
ふ

る
箒
木
の
あ
り
と
は
見
え
て
逢
は
ぬ
君
か
な
、
の
新
古
今
集
に
あ
る
和
歌
と
を

一
つ
話
に
し
た
作
り
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の

「
旦
過
」
と
い
う
語
は
、
旅
僧
が
老
翁
の
家
に

一
夜
の
宿
を
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

謡
曲
に
お
け
る
禅
語
の
二
三
に
つ
い
て

(佐
竹
)

三
〇
一



三
〇
二

い
か

に

御

僧

た

ち

に

申

し

候

、
我

ら

が
私

宅

は

日
一過

に

て
候

、

一
夜

を
明

し

て
御

通

り
候

へ
。

「
禅

苑

清

規

亀

鏡

文

」

に

、

「
旦

過
寮

は

三
朝

権

り

に
住

す

、

礼

を

つ
く

し

て
供

承

せ

よ

。」

と

あ

る

。

次
に
、
全
篇
を
通
じ
て
最
も
禅
的
の
も
の
の
多

い
の
は

「放
下
僧
」
で
あ
る
。
こ
の
筋
書
は
、
下
野
の
国
の
住
人
牧
野
左
衛
門
何
某

と

い
う
も
の
に
、
小
次
郎
と
そ
の
兄
と
の
二
人
の
子
が
あ
る
。
牧
野
左
衛
門
何
某
は
、
相
模
国
の
住
人
利
根
の
信
俊

と
い
う
も
の
に
殺

さ
れ
た
、
そ
こ
で
二
人
の
兄
弟
が
仇
討
ち
を
す
る
の
で
あ
る
。
二
人
は
放
下

(
田
楽
法
師
の
類
で
、
歌
舞
軽
業
手
品
な
ど
を
営
業
す
る

も

の
)
に
身
を
化
し
、
ま
た
兄
は
僧
侶
に
な
っ
て
い
た
の
で
僧
形
の
放
下
に
身
を
や
す
し
、
二
人
で
無
事
に
仇
討
ち
を
す
る
と
い
う
の

が
大
略
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
沢
山
の
禅
語
が
出
て
来
て
、
禅
宗
の
専
門
の
僧
侶
の
作
と
も
思
え
る
、
作
者
は
禅
竹
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

禅
竹
は
、
人
名
辞
書
に
よ
る
と
、
金
春
流
猿
楽
の
祖
で
、
大
和
の
人
、
金
春
氏
清
の
養
子
と
な
り
、
世
々
春
日
の
社
人
で
、
秦
河
勝

四
十
四
世
の
孫
で
あ
る
。
武
田
里
に
い
た
の
で
、
武
田
式
部
と
い
っ
て
い
た
が
、
弥
三
郎
と
改
め
、
後
七
郎
と
称
し
、
禅
竹
と
号
し
た
。

幼

よ
り
技
芸
抜
群
で
、
幕
旨
を
承
け
て
散
楽
六
十
六
曲
を
作
り
、
之
を
禁
裡
、
及
び
春
日
社
で
奏
し
て
か
ら
、
新
曲

が
日
に
行
わ
れ
た
。

応
仁
の
乱
に
関
白
兼
良
に
従

っ
て
南
都
に
赴
き
、
家
領
を
失
い
、
大
和

・
伊
勢
等
に
移
住
し
た
け
れ
ど
も
、
春
日
の
祭
祀
に
は
必
ず
仕

え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
応
永
八
年
八
十
六
で
没
し
た
。

こ
の
伝
記
に
よ
る
と
、
禅
竹
が
特
に
誰
に
つ
い
て
参
禅
し
た
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
な
い
が
、
誰
か
に
つ
い
て
参
禅
す
る
か
、
か

な
り
禅
書
を
読
ん
だ
も
の
で
な
く
て
は
書
け
な
い
程
多
く
の
禅
語
を
使
用
し
て
い
る
。



さ

て
そ
の
よ
う
な
研
究
は
こ
こ
で
割
愛
す
る
と
し
て
、
放
下
僧
の
、
禅
的
要
素
の
多
い
部
分
を
抜
書
し
て
研
究
し
て
み
た
い
。

こ
の
中
に
は
初
め
の
方
に
、

「会
下
」
と
か

「行
脚
」
と
か
の
禅
語
が
出
て
来
る
が
、
こ
れ
ら
は
も
う
説
明
の
必
要
も
な
い
の
で
省

略
す

る
。

夫
れ
団
扇
と
申
す
は
、
動
く
時
に
は
清
風
を
な
し
、
静
か
な
る
時
に
は
明
月
を
見
す
。
明
月
清
風
唯
動
静
の
内
に
あ
れ
ば
、
諸
法

を
心
が
所
作
と
し
て
、
心
実
修
行
の
便
り
に
て
、
我
等
が
持

つ
は
道
理
な
り
。
(中
略
)
夫
れ
弓
と
申
す
は
本
末

に
、
烏
兎
の
姿
を

像
り
、
日
月
を
こ
瓦
に
顕
は
し
、
浄
薇
不
二
の
秘
法
を
表
す
。

さ
て
放
下
僧
は
い
つ
れ
の
祖
師
禅
法
を
御
伝

へ
候
ふ
ぞ
、
面
々
の
宗
体
が
承
り
た
く
候
、
我
等
が
宗
体
と
申
す

は
、
教
外
別
伝
に

し
て
、
言
ふ
も
云
は
れ
ず
、
説
く
も
説
か
れ
ず
、
言
句
に
出
だ
せ
ば
教
に
落
ち
、
文
字
を
立
つ
れ
ば
宗
体
に
背
く
、
た
だ

一
葉
の

瓢
る
、
風
の
行
方
を
御
覧
ぜ
よ
、
げ
に
げ
に
面
白
う
候
、
さ
て
座
禅
の
公
案
何
と
心
得
候
ふ
べ
き
。
入
っ
て
は
幽
玄
の
底
に
動
じ
、

出
で
て
は
三
昧
の
門
に
遊
ぶ
、
自
身
自
仏
は
さ
て
い
か
に
、
白
雲
深
き
所
金
竜
躍
る
。
(中
略
)
さ
て
向
上
の

一
路
は
如
何
に
、
切

っ
て
三
段
と
為
す
、
暫
く
切

っ
て
三
段
と
為
す
と
は
、
禅
法
の
言
葉
な
る
を
、
中
略
、
さ
れ
ぼ
大
小
の
根
機
を
嫌
は
ず
、
持
戒
破

戒
を
撰
ぱ
ず
、
有
無
の
二
偏
に
落
つ
る
事
な
く
、
皆
成
仏
す
る
た
め
し
あ
り
、
か
る
が
故
に
草
木
も
発
心
の
姿

を
顕
は
し
、
柳
は

緑
花
は
紅
な
る
、
そ
の
色
々
を
顕
は
せ
り
、
中
略
、
浦
の
湊
の
釣
舟
は
、
魚
を
得
て
笙
を
捨

つ
、
皆
是
れ
三
界
唯
心
の
、
こ
と
わ

り
な
り
と
思
し
め
し
、
心
を
悟
り
給

へ
や
。

以
上
の
中
に
禅
語
の
多

い
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
い
ま
で
き
る
限
り
そ
の
出
典
を
し
ら
べ
て
み
る
と
、

謡
曲
に
お
け
る
禅
語
の
二
三
に
つ
い
て

(佐
竹
)

三
〇
三



三
〇
四

諸
法
を
心
が
所
作
と
し
て
、

大
施
食
経
の
冒
頭
に

「若
人
欲
了
知
、
三
世

一
切
仏
、
応
観
法
界
性
、

一
切
唯
心
造
」
と
あ
る
。
禅
宗
で
は
施
餓
文
と
し
て
常
に
読

調
す
る
所
で
あ
る
、

「人
若
し
三
世

一
切
の
仏
を
了
知
せ
ん
と
欲
せ
ぱ
、

応
に
法
界
性

一
切
は
唯
心
の
造
る
所
と
観
す
べ
し
。」

で
あ

る
、
宇
宙

一
切
は
唯
心
の
所
造
で
あ
る
。
と
い
う
の
で
あ
る
。

禅
宗
で
は

「
三
界
唯

一
心
、
心
外
無
別
法
、
心
仏
衆
生
、
是
三
無
差
別
」
と
い
う
、
こ
の
偶
は
、

「
八
十
華
厳
」

の
十
地
品
の

「三

界
所
有
、
唯
是

一
心
」
の
偏
と
、

「
六
十
華
厳
」
の
夜
摩
天
宮
菩
薩
説
偶
品
の

「心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別
」
の
偶
と
を
合
わ
せ
て

作

っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
吾
人
の
心
識
を
離
れ
て
他
に
諸
法
あ
る
こ
と
な
く
、
諸
仏
も
あ
る
こ
と
な
く
、

「
心
外
無

外
法
」
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
禅
家
の
活
綱
領
で
、
座
禅
も
こ
の
本
心
を
見
極
め
ん
た
め
の
努
力
な
の
で
あ
る
。

「
六
祖
壇
経
」
に

は
、
此
三
身
仏
(法
報
応
)は
、
自
性
よ
り
生
ず
。
外
よ
り
は
得
ず
。
何
を
か
清
浄
法
身
仏
と
称
す
。
世
人
の
性
本
清
浄
に
し
て
万
心
自

性
よ
り
生
ず
。L
と
あ
る
、
ま
た

「大
覚
禅
師
坐
禅
論
」
に
は
、

自
心
と
仏
、

万
法
の
関
係
が
実
に
論
理
的
に
判
り
易
く
書
い
て
あ
る

の
で
、
少
し
長
い
が
引
用
し
て
み
よ
う
。

問
ふ
て
曰
く
、
禅
法
は
無
相
、
無
念
、
霊
徳
露
は
れ
ず
、
見
性
ま
た
証
な
し
、
何
を
以

っ
て
之
を
信
ず
べ
き
。

答

へ
て
曰
く
、
自

心
と
仏
心
と

一
味
豊
に
霊
徳
に
あ
ら
ず
や
、
我
心
我
知
ら
ず
ん
ぱ
何
を
喚
ん
で
か
証
拠
と
な
さ
ん
。
即
心
即
仏

の
外
何
の
証
拠
を

か
求
め
ん
。
問
ふ
て
曰
く
、
能
く

一
心
の
法
を
修
す
る
と
、
ま
た
万
行
万
善
を
修
す
る
と
、
功
徳
い
か
で
か
之
に
比
す
べ
き
、
答

へ
て
曰
く
、
頓
に
如
来
禅
を
覚
了
す
れ
ば
、
六
度
万
行
体
中
円
か
な
り
。
然
る
時
は
、
禅

一
法

一
切
の
諸
法
を
備

へ
り
。
豊
に
い



ふ
事
を
見
ず
や
、
三
界
唯
心
、
心
外
無
別
法
な
り
。
た
と
え
万
行
を
修
す
る
と
も
心
法
を
知
ら
ず
ん
ば
、
悟
り
を
得
る
こ
と
を
得

べ
か
ら
ず
。
若
し
悟
ら
ず
し
て
成
仏
す
と
い
ふ
は
、
あ
に
そ
の
理
あ
ら
ん
や
。L

と
述
べ
て
い
る
。

臨
済
録
に
は
、

問
如
何
是
真
仏
、
真
仏
、
真
法
、
乞
垂
開
示
噸
師
云
、
仏
者
心
清
浄
是
、
法
者
心
光
明
是
、
道
者
処

々
無
凝
浄
光
是
。
三
即

一
、

皆
是
空
名
而
無
昌実
有
一如
畠真
正
作
道
人
嚇
念
々
心
、

不
昌間
断
嚇
自
達

磨
大
師
噸
従
昌西
土
一来
、

祇
是
寛
下箇
不
"受

入
惑
底

轟人
。

。
L

と

い

ひ
、

「
若

人

求

レ仏

是

入

失

仏

。

若

人

求

レ道

人

失

レ道

、
若

求

「祖

是

人

失

祖

。
」

と

い

っ
て

い

る
。

即

ち

自

心

以

外

に

仏

も

な

く

、

道

も

な

く

、

祖

も

な

い

の
で

あ

る

。

自

心

以

外

に

何
物

を
求

め

る

か

、
自

心

以
外

に
あ

ら

ゆ

る
も

の

を

求

め

て

も

何

物

も

得

ら

れ

な

い

の
で

あ

る

。

「
寒

山

詩

」

に
、

説

レ食

終

不
7飽

、
説

表

不

M免

レ寒

。

飽

レ喫

須
畠是

飯
明
著

表

方

免

レ寒

。

不

解

=審

思

量
司
祇

道

昌求

レ仏

難

叩
廻

心
是

仏

。

莫

τ向

昌外

頭

一

求

一。

寒

山

も

、

心

を

廻

せ

ぼ

是

仏

、

外

頭

に

向

っ
て

求

む

る
な

か

れ

と

い

っ
て

い
る

。

教

外

別

伝

謡
曲
に
お
け
る
禅
語
の
二
三
に
つ
い
て

(佐
竹
)

三
〇
五



三
〇
六

こ
れ
は
、
教
外
別
伝
、
不
立
文
字
と
十
字
が

一
偶
と
な
る
も
の
で
、
読
ん
で
字
の
通
り
、
言
教
の
文
字
に
よ
ら
ず
し
て
、
別
に
心
を

以

っ
て
心
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
勿
論
禅
宗
の
宗
旨
を
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
聯
灯
会
要
第

一
に
、

「世
尊
、
霊
山
会
上
に
在
り
て
、
花
を
拮
じ
て
衆
に
示
す
。
衆
皆
黙
然
た
り
。
唯
迦
葉
の
み
破
顔
微

笑
す
。
世
尊
云
は
く
、
吾
れ
に
正
法
眼
蔵
浬
藥
妙
心
実
相
無
相
微
妙
の
法
門
あ
り
。
文
字
を
立
て
ず
、
教
の
外
に
伝

へ
て
摩
詞
迦
葉
に

付

嘱
す
」
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
禅
家
で
は
こ
の
釈
迦
直
伝
の
以
心
伝
心
を
以

っ
て
我
が
法
門
の
世
尊
よ
り
迦
葉

へ
、
迦
葉
よ
り
阿

難
陀
:
・…
…
菩
提
達
磨
…
…
そ
し
て
現
代
の
各
師
家

へ
と
、

一
器
の
水
を

一
器
に
移
す
如
く
、
脈

々
相
伝
え
て
絶
ゆ
る
こ
と
な
い
と
い

っ
て
い
る
。
景
徳
伝
灯
録
序
に
は
、

「正
眼
流
通
の
道
は
、
教
外
別
伝
不
思
議
な
る
も
の
あ
り
」
と
言
い
、
前
述

の
聯
灯
会
要
と
同
様

の
文
が
無
門
関
の
第
六
則
に
出
て
い
る
。
葛
藤
集
下
に
も
出
て
い
る
が
文
が
少
し
違

っ
て
い
る
。

世
尊
在
昌霊
山
会
上
一

拮
レ華
示
レ象
。
此
時
人
天
百
万
悉
皆
岡
7措
独
有
=金
色
頭
陀
一

破
顔
微
笑
。
世
尊
言
吾
有
=正
法
眼
蔵
浬
薬
妙

心
実
相
無
相
微
妙
法
門
不
立
文
字
教
外
別
伝
圏付
一嘱

大
迦
葉
一

と
あ
る
。

＼

,

六
祖
壇
経
、
南
海
宗
宝
の
駿
に
は
、

「或
日
、
達
磨
不
立
文
字
、
直
指
人
心
見
性
成
仏
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
達
磨
が
摩
詞
迦
葉
と
同

様
、
不
立
文
字
の
法
文
を
心
に
受
け
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い
る
こ
と
を
立
証
し
て
い
る
こ
と
言

っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
話
頭
は
禅

家

と
し
て
は
大
切
な
の
で
、
五
灯
会
元
、
第

一
、
禅
宗
正
脈
第

一
、
祖
庭
事
苑
第

一
等
に
も
皆
前
述
と
同
様
な
文
が
出
て
い
る
。

言
旬
に
出
せ
ぱ
教
に
落
ち
、
文
字
を
立
つ
れ
ば
宗
体
に
背
く
。

文
字
を
立
つ
れ
ぱ
宗
体
に
背
く
、
は
前
述
の
様
に
禅
宗
の
本
領
は
不
立
文
字
で
あ
る
か
ら
、
文
字
を
立
て
る
と
禅
家
の
宗
旨
に
背
く



と

い
う
の
で
あ
る
。
言
句
に
出
せ
ば
教
に
落
つ
、
禅
家
で
は
、
釈
迦
が
大
悟
徹
底
さ
れ
た
そ
の
時
の
心
印
を
伝
え
る
の
で
あ

っ
て
、
自

証
の
心
印
は
文
字
言
語
で
は
説
明
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
冷
暖
自
知
で
あ

っ
て
、
そ
の
境
涯
に
自
分
自
身
が
は
入
る
よ
り
他
に

方
法

は
な
い
。
即
ち
直
指
人
心
見
性
成
仏
で
あ
る
。
故
に
、
八
万
四
千
の
法
門
も
、
釈
迦
は

一
字
不
説
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
説

け
ば
教
相
に
落
ち
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
字
不
説
、
言
句
を
絶
し
て
以
心
伝
心
、
こ
れ
が
禅
家
の
真
面
目
で
あ
る
。

大

乗
起
信
論
に

「
言
説
の
相
を
離
れ
、
名
字
の
相
を
離
れ
、
心
縁
の
相
を
離
る
」
と
あ
る
。
諸
仏
の
自
証
せ
る
実
際

の
境
界
は
、
そ

の
ま
ま
諸
仏
の
実
証
で
、
そ
れ
は
如
何
に
巧
妙
に
文
字
で
言
語
で
表
現
し
た
と
し
て
も
、
到
底
そ
の
真
底
は
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
ば

か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
真
実
か
ら
離
れ
て
行
く
ば
か
り
で
あ
る
。
月
は
真
如
、
指
は
月
を
指
す
材
料
、
文
字
は
そ
の
指
で
あ
る
。

指
に

い
つ
ま
で
も
つ
き
ま
と
う
て
い
て
は
、
月
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
と
同
様
、
文
字
に
つ
き
ま
と

っ
て
い
て
は
、
真
如
の
月
、

心
を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

`

碧
巌
録
の
第
十
四
則
、
雲
門
対

一
説
の
評
唱
に

禅
家
流
、
欲
知

昌仏
性
義
噸
当
観
昌時
節
因
縁
、
謂
之
教
外
別
伝
、
単
伝
心
印
、
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
叩

浄
繊
不
二
の
秘
法
を
表
す

＼

禅

は

有

無

を

絶

し

、

対

立

を

超

越

し

、
融

合

一
体

、
浄

薇

不

二

の

世

界

こ

そ
禅

の
境

界

で
あ

る
。

と

に
角

、

一
体

と
な

る
。

こ
れ

が

判

ら

な

く

て

は

、

ま

た

で

き

な

く

て

は
禅

を
体

得

し

た

と

は

言

え

な

い
。
小

我

も

大
我

も

、

宇

宙

も
自

分

も

、

そ

ん

な
も

の

は
超

越

し

て

、

一
体

不

二

と

な

る

。

こ

れ

ぞ
禅

家

の
め

ざ

す

所

で

あ

り

、

こ

れ

が
禅

哲

学

の
根

本

で
あ

る

。

謡
曲
に
お
け
る
禅
語
の
二
三
に
つ
い
て

(佐
竹
)

三
〇
七



三
〇
八

柳
は
緑
花
は
紅

何
か
と
言
え
ば
禅
家
で
は
こ
の
句
を
口
に
出
す
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
柳
は
緑
花
は
紅
な
の
は
、
こ
れ
が
宇
宙
の
真
面
目
で
、

当
体
そ
れ
自
身
が
法
身
で
あ
り
、
仏
の
説
法
な
の
で
あ
る
。

禅
林
類
聚
経
教
章
に
、

「海
印
云
見
不
及
処
、
江
山
満
目
、
不
観
繊
毫
、
花
紅
柳
緑
、

白
雲
出
没
無
本
心
。

江
海
酒
沿
豊
盈
縮
。」

と
あ
る
。
又
蘇
転
の
詩
に

「柳
緑
花
紅
真
面
目
」
と
あ
る
。
皆
宇
宙
自
然
そ
の
ま
ま
が
仏
の
当
体
で
あ
り
、
仏
説
法
な
の
で
あ
る
。
そ

れ
を
見
て
こ
そ
真
の
禅
家
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
蘇
東
披
居
士
投
機
の
偶
に
、

「無
声
便
是
広
長
舌
、
山
色
豊
非
清
浄
身
、
夜
来

八
万
四
千
偶
、
他
日
如
何
挙
昌似
人
こ

と
あ
る
が
、
こ
の
漢
声
広
長
舌
も
、

柳
緑
花
紅
も
皆
同
境
界
で
、

森
羅
万
象
皆
こ
れ
仏
の
露
現

で
な
い
も
の
は
な
い
。

烏

の
カ
ア
も
、
雀
の
チ
ョ
ウ
も
皆
こ
れ
仏
の
表
わ
れ
で
あ
り
、
仏
の
説
法
で
あ
る
。
真
に
釈
迦
の
大
悟
の
心
を
心
と
し
て
禅
定
に
入

れ
ば
、
こ
の
教
理
を
体
得
し
う
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
説
明
で
は
な
く
人

々
が
実
参
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
所
で
、

釈
迦
の

一
字
不
説
も
こ
の
精
神
か
ら
判
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

白
雲
深
き
所
金
竜
躍
る

禅
林
句
集
に
は

「白
雲
深
処
金
竜
躍
、
碧
波
心
裏
五
兎
鶯
。」
と
あ
り
、
解
と
し
て
、

金
竜
は
日
、
玉
兎
は
月
な
り
。
と
あ
り
、
ま
た
今
井
福
山
氏
の

「禅
語
字
彙
」
に
は
、
奥
深
く
威
厳
あ
り
て
、
計
り
知
る
を
得
ざ
る



意
、
金
竜
は
日
を
い
ふ
也
。
と
あ
り
梶
安
国
語
の
二
に
出
て
い
る
と
し
て
あ
る
。

さ
て
以
上
、
禅
的
な
も
の
、
禅
語
と
思
わ
れ
る
も
の
、
を
数
種
挙
げ
た
の
で
あ
る
が
、
大
体
謡
曲
は
、
そ
の
源
を
随
分
古
い
時
代
に

発

し
て
い
る
が
、
純
然
た
る
謡
曲
と
し
て
は
、
鎌
倉
時
代
に
な

っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

特
に
足
利
義
満
に
よ

っ
て
愛
好
さ
れ
、
ま
た
支
援
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
非
常
に
発
達
し
、
伝
播
し
た
の
で
あ

っ
た
。
足
利
氏
が
臨

済
禅
を
信
仰
し
、
そ
の
発
達
に
力
を
用
い
て
い
た
こ
と
を
知
れ
ば
、
謡
曲
の
中
に
禅
思
想
が
多
分
に
盛
り
こ
ま
れ
て

い
る
事
は
当
然
す

ぎ

る
ほ
ど
当
然
の
事
で
あ
る
。

し
か
し
、
謡
曲
の
中
に
は
、
禅
思
想
以
外
の
仏
教
思
想
、
日
蓮
宗
思
想
、
浄
土
思
想
、
ま
た
本
地
垂
迩
思
想
の
含
ま
れ
た
も
の
も
多

数

あ
る
。
こ
れ
は
、
平
安
朝
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
日
本
に
於

い
て
は
こ
れ
ら
の
新
興
仏
教
思
想
が
勃
興
し
、
多
く
の
民
衆

の
中

へ
浸
透
し
て
行
っ
た
結
、
謡
曲

の
中
に
も
こ
の
思
想
が
表
わ
れ
て
い
る
事
は
当
然
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
の
武
士
階
級
を
基
本
と
し
て
、
禅
文
化
が
、
日
本

一
般
民
衆

の
生
活
の
中
に
溶
け
込
ん
で
行
っ
た
こ
と
は
、
多
分
誰
か
が

論

ぜ
ら
れ
る
所
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
謡
曲
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
禅
語
を

一
々
引
示
し
て
、
そ
れ
が
、
民
衆
の
日
常
生
活
の
中
に
、

禅
語
と
し
て
で
は
な
く
、
民
衆
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
抜
書
し
て
み
れ
ば
、
如
何
に
禅
宗
が
民
衆
の
中

へ
も
、
生
活
と
し

て
溶
け
込
ん
で
い
た
が
判
る
の
で
は
な
い
か
ど
思
う
。

謡
曲
は
、
演
技
で
あ
る
。
演
ず
る
人
と
、
鑑
賞
す
る
人
と
の
両
者
が
あ

っ
て
始
め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
故

に
、
演
者
の
言
葉

は
出
来
る
限
り
鑑
賞
者
側
に
理
解
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
点
に
於
い
て
、

「放
下
僧
」

の
如
き
は
、
随
分

六
か
し
い
、
禅
宗

の
専
門
要
語
な
り
、
禅
思
想
を
表
現
す
る
言
葉
が
多
分
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。

謡
曲
に
お
け
る
禅
語
の
二
三
に
つ
い
て
(佐
竹
)

三
〇
九



三
一〇

し
か
し
、
こ
れ
が
も
し
、
全
然
理
解
さ
れ
な
い
も

の
な
ら
ぱ
、
或
は
生
命
を
持
ち
続
け
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。

命
を
持

っ
て
い
る
と
い
う
事
は
、
鑑
賞
者
の
中
に
は
ず

い
分
禅
思
想
の
判
る
人
が

い
た
に
相
違
な
い
。

そ
れ
が
生


